
場　所 対　象

所要時間 人　数

時　期 天　候

活動の流れ

想定される
リスク

□空調に限度があるため，夏は暑くて冬は寒い。
□密閉空間に大人数が入るので，急な気温・湿度の上昇による体調不良または風邪や感
染症等による感染拡大に留意する必要あり。

指導の
バリエーション

活動内容
(手順)

内　　　　　　　　容 備　　考

事前

□人数が多い場合は何回で実施するか担当と相談す
る。
□ローテーションの場合は，その旨児童・生徒に伝える。

観望会

□静かに観賞する。
□暗い中での活動のため，走らないよう安全に留意す
る。

活動の
教育的効果

　専任の講師が年齢に応じて分かりやすく星空を解説するので，子どもたちの宇宙に対する
興味や関心を引き出します。

準備する物

少年自然の家が準備する物 団体(個人)が準備する物　※参考

□プラネタリウムドーム
□投影機

プラネタリウム

概　要
(セールスポイント)

・プラネタリウムドームを使い，星空を観賞し
ます。
・専任の講師が年齢に応じて分かりやすく星
空を解説します。

通年 随時

諸条件

多目的ホール 全て

３０分～１時間30分 １回につき５０人まで

２５


